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森之宮病院 一般病棟の教育体制
さまざまな疾患の方が入院される一般病棟では、疾患や手術方法など治療

に関する幅広い知識が必要となりますので、毎月120分ほどの時間を設けて、
教育を行う体制を整えています。

医師・看護師・セラピストの合同で勉強会を行っています。
医師が目指す医療の方向性や手術方法、疾患知識を深めたり、看護師の処置
内容を理解できる場になっています。
一般病棟でのチーム医療を高めることに繋がっています。

《２０２４年に実施した勉強会》
・ドップラー聴講方法や血管走行について
・VACについて
・この傷には、どんな処置？など

【合同勉強会】

一般病棟でのリハビリテーションの専門性を深めるため、末梢動脈疾患や呼
吸器疾患、整形疾患、認知症など、様々な疾患に対する知識の整理や実技向
上につながる機会になっています。

【セラピスト教育】

装具士

《２０２４年の教育プログラム》
・緊急時シミュレーション
・トランスファー練習
・呼吸リハビリ
・インソールの基礎/実践
・嚥下のいろは
・症例検討など

PT

下腿切断患者に対する包帯の巻き方講座 循環器内科医による末梢動脈疾患講座

症例検討会：人工骨頭置換術者の離床


